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天保七年三州加茂一揆勢に対する足助町村の反撃

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

天
保
七
年
三
州
加
茂
一
揆
勢
に
対
す
る
足
助
町
村
の
反
撃

大　
　

塚　
　

英　
　

二

は
じ
め
に

　

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
加
茂
一
揆
研
究
は
、
騒
動
の
主
た
る
舞
台
と
な
っ
た
豊
田
市
に
よ
る
『
豊
田
市
史
』
編
さ
ん
の
成
果
や
斎
藤

純
、
さ
ら
に
は
伊
藤
忠
士
、
長
谷
川
伸
三
ら
に
よ
る
研
究
・
史
料
博
）
1
（

捜
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
そ
の
全
容
は
解
明
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
新
修
豊
田
市
史
編
さ
ん
過
）
2
（
程
に
お
い
て
、
改
め
て
当
該
一
揆
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
史
料
に
当
た
っ
て
い
く
と
、
従
来
の

見
方
で
は
捉
え
き
れ
な
い
側
面
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
以
下
、
加
茂
一
揆
勢
が
席
巻
し
、
な
す
す
べ
が
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
三

河
国
加
茂
郡
足
助
町
村
に
お
い
て
、
町
村
の
人
び
と
が
対
抗
的
措
置
を
取
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
）
3
（
料
を
提
示
し
、
加
茂
一
揆
の
内
実
を
改

め
て
検
証
し
よ
う
と
思
う
。
な
お
、「
足
助
町
村
」
と
表
記
す
る
の
は
、
足
助
が
本
町
や
西
町
な
ど
の
個
別
町
で
構
成
さ
れ
る
惣
町
の
構
成

を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
立
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
行
政
的
に
は
村
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
町
村
」
と
表
記
し
て
、
い

わ
ゆ
る
個
別
町
を
伴
わ
な
い
村
で
あ
る
在
郷
町
一
般
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。

一　

天
保
八
年　

足
助
新
町
役
人
に
よ
る
加
茂
一
揆
記
録

　

ま
ず
、
天
保
八
年
に
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
足
助
新
町
役
人
に
よ
る
加
茂
一
揆
記
録
」
の
抜
粋
部
分
を
提
示
す
る
。
そ
の
際
、
従
来
の
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研
究
成
果
と
比
較
し
て
、
こ
れ
ま
で
充
分
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
全
く
見
逃
さ
れ
て
来
た
と
思
わ
れ
る
点
な
ど
を
中
心

に
、
管
見
の
限
り
で
重
要
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
傍
線
を
施
し
番
号
を
つ
け
た
。

　
　
　
　

去
申
九
月
そ
う
ど
う
之
一
件
あ
ら
ま
し
是
ニ
印
ス

　
　

爰
ニ
天
保
七
丙
申
九
月
廿
一
日
百
性
壱
キ
お
こ
り
、
瀧
脇
辺
石
御
堂
ニ
お
ゐ
て
評
義
い
た
し
、
打
路
村
庄
屋
助
右
衛
門
を
打
こ
わ
し
、

夫
レ
ゟ
大
沼
村
酒
屋
源
八
を
こ
わ
し
六
尺
五
六
本
た
が
を
切
、
其
外
諸
道
具
さ
ん
〳
〵
ニ
打
こ
わ
し
、
夫
レ
ゟ
廿
二
日
朝
諸
々
八
方
へ

言
次
を
遣
し
候
趣
者
、
此
言
次
着
次
第
早
々
み
の
笠
鎌
ニ
て
と
と
う
の
場
所
へ
可
出
候
、
若
不
参
村
方
有
之
ニ
お
ゐ
て
ハ
其
村
へ
御
見

舞
申
て
片
は
し
ゟ
不
残
打
こ
わ
し
可
申
候
申
次
、
右
ニ
付
追
々
多
人
数
ニ
相
な
り
岩
合
村
藤
四
郎
を
こ
わ
し
、
米
穀
諸
道
具
さ
ん
〳
〵

ニ
打
や
ぶ
り
、
夫
レ
ゟ
大
津
村
酒
屋
平
兵
衛
を
打
こ
わ
し
、
は
わ
す
村
善
十
郎
を
打
こ
わ
し
、
夫
レ
ゟ
九
久
平
へ
お
し
出
し
候
所
、
九

久
平
・
平
古
・
平
薮
ゟ
酒
弁
当
を
数
多
あ
た
へ
候
所
、
と
と
う
の
者
諸
色
直
下
ケ
之
書
附
鈴
木
市
兵
衛
様
割
元
ゟ
請
取
、
中
村
へ
行
曽

吉
を
こ
わ
し
米
会
所
を
こ
わ
し
、
夫
レ
ゟ
五
ツ
畑
の
渡
舟
を
借
り
廿
三
日
重
田
和
村
ニ
て
弐
手
ニ
訳
り
、
壱
手
ハ
矢
並
村
友
吉
方
を
こ

わ
し
諸
道
具
米
穀
取
質
等
さ
ん
〳
〵
ニ
打
こ
わ
し
、
質
ニ
と
り
有
之
よ
き
大
切
な
ど
ニ
て
柱
迄
打
切
、
重
田
和
村
ゟ
壱
手
ハ
足
助
ヘ
来

ル
由
早
打
ニ
て
し
ら
せ
之
者
有
之
、
右
之
趣
御
役
所
へ
訴
へ
候
処
、
先
町
役
人
共
ハ
鳴
瀬
へ
出
張
届
之
通
何
之
不
寄
聞
済
可
申
与
、

先
々
し
づ
ま
り
被
申
候
様
申
候
へ
ど
も
、
中
々
多
人
数
ニ
て
押
切
入
込
処
、
三
本
松
瀬
左
衛
門
表
ニ
宮
川
丹
蔵
様
・
岡
直
助
様
其
外
か

り
道
心
衆
八
人
ニ
て
か
ら
め
有
之
候
へ
ど
、
夫
レ
も
押
切
足
助
へ
入
込
、
西
町
小
口
山
田
屋
与
茂
八
を
打
こ
わ
し
、
酒
味
噌
其
外
諸
道

具
を
打
や
ふ
り
、
夫
レ
ゟ
木
一
屋
佐
兵
衛
方
を
打
こ
わ
し
、
夫
レ
ゟ
西
町
ニ
し
ば
ら
く
の
間
立
休
、
其
の
ち
弁
当
な
ど
は
こ
び
あ
た
へ

る
、
夫
レ
ゟ
本
町
紙
屋
利
兵
衛
扣
之
借
家
此
節
明
家
ニ
て
有
之
、
如
何
之
間
違
ニ
や
是
を
打
や
ふ
り
、
夫
レ
ゟ
上
田
屋
喜
左
衛
門
を
打

こ
わ
し
、
六
尺
之
酒
四
本
た
が
を
打
切
り
、
其
外
諸
色
打
や
ぶ
り
、
夫
レ
ゟ
白
木
屋
宗
七
方
を
打
こ
わ
し
六
尺
の
の
ミ
を
ぬ
き
す
て
、

其
外
諸
道
具
・
夜
具
・
着
類
・
総
布
類
・
た
ん
物
等
諸
色
打
こ
わ
し
候
品
大
変
之
事
ニ
候
、
此
時
九
ツ
時
雨
大
ふ
り
ニ
て
表
へ
不
残
す

て
有
之
品
泥
へ
ふ
み
込
気
之
毒
之
事
也
、
夫
レ
ゟ
信
の
屋
長
七
屋
敷
・
万
屋
平
兵
衛
扣
之
借
家
此
節
明
家
ニ
有
之
候
間
、
町
役
人
是
へ
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集
り
東
三
河
之
内
と
と
う
之
人
数
凡
弐
万
人
と
申
事
、
右
之
者
共
へ
町
役
人

ニ
宮
平
勇
右
衛
門
相
添
か
け
合
ニ
及
候
処
、
と
と
う
人

之
内
頭
立
候
者
も
相
見
へ
申
候
者
、
拾
人
計
罷
出
申
候
ニ
者
、
此
度
そ
う
ど
う
お
こ
り
候
義
頭
取
と
申
者
も
無
之
、
と
う
取
ハ
当
三
月

ゟ
雨
ふ
り
続
其
上
八
月
十
三
日
大
風
ニ
て
田
畑
作
違
是
頭
取
之
根
元
也
、①
然
ル
処
多
人
数
願
之
趣
者
三
河
之
国
お
し
な
へ
て
米
直
段
両

ニ
八
斗
か
へ
、
諸
白
壱
合
拾
壱
文
、
味
噌
百
貫
ニ
八
百
目
、
油
壱
合
ニ
て
代
三
十
六
文
、
大
豆
壱
升
六
十
四
文
、
頼
母
子
弐
ヶ
年
休

年
、
右
之
条
々
奥
殿
様
・
大
嶋
様
・
鈴
木
市
兵
衛
様
其
外
諸
家
方
様
右
之
ヶ
条
通
り
売
出
し
可
申
候
様
一
札
を
請
取
当
所
迄
罷
越
候
、

当
所
も
右
之
趣
御
役
所
ゟ
一
札
御
差
出
候
ハ
ヽ
引
取
可
申
由
申
ニ
付
、
取
し
づ
め
の
た
め
御
役
所
ゟ
右
之
書
附
御
出
し
被
成
候
、
夫
レ

ニ
て
と
と
う
人
と
く
心
致
し
右
之
書
附
宮
平
勇
右
衛
門
ニ
預
ケ
置
引
取
可
申
筈
ニ
相
な
り
申
候
、
尤
是
ゟ
こ
ろ
も
表
へ
お
し
寄
可
申

由
、
夫
レ
ニ
付
当
所
之
者
も
人
数
ニ
く
わ
ゝ
り
参
り
可
申
様
ニ
申
候
、
左
な
く
ニ
而
者
又
々
当
所
を
打
こ
わ
す
な
ど
と
申
ニ
付
い
た
し

方
な
く
壱
町
ニ
て
八
九
人
ツ
ヽ
同
伴
い
た
す
つ
も
り
ニ
相
な
り
候
所
、
も
は
や
夜
ニ
入
又
々
と
と
う
之
者
申
候
ニ
者
、
是
ゟ
こ
ろ
も
へ

差
越
候
故
村
々
人
数
相
改
可
申
、
何
村
ハ
居
合
や
段
々
村
お
し
ニ
改
候
処
、②
有
洞
村
と
山
わ
ら
ひ
村
答
不
申
大
音
上
ニ
呼
立
候
へ
と
も

一
向
居
合
不
申
由
、
夫
レ
故
し
ば
ら
く
之
間
待
合
夜
四
ツ
時
ニ
と
と
う
人
之
内
三
百
人
計
有
洞
村
へ
お
し
寄
庄
屋
を
打
こ
わ
し
、
山
わ

ら
ひ
村
へ
参
り
庄
屋
を
打
こ
わ
し
、
其
上
有
洞
山
わ
ら
ひ
の
者
ニ
申
候
ニ
者
、
此
上
人
数
ニ
く
わ
ゝ
れ
ば
格
別
左
な
く
候
へ
ハ
片
は
し

ゟ
打
こ
わ
し
可
申
様
申
候
故
、
い
た
し
方
な
く
何
共
い
た
し
候
て
足
助
へ
返
ル
、
夫
レ
ゟ
追
々
こ
ろ
も
を
さ
し
て
出
行
け
る
、
こ
ろ
も

道
勘
八
山
へ
差
か
ゝ
り
候
処
、
岡
サ
キ
様
御
取
方
五
頭
与
申
道
心
衆
其
外
惣
人
数
五
百
人
程
ニ
て
勘
八
山
を
取
巻
弓
矢
鉄
砲
打
物
之
さ

や
を
は
づ
し
御
む
か
い
被
成
候
処
、
此
物
音
ニ
お
そ
れ
ち
り
〳
〵
と
逃
、
寺
部
行
打
こ
わ
さ
ん
と
す
る
処
を
、
大
庄
屋
罷
出
望
之
通
其

者
ニ
し
た
が
い
候
由
た
つ
て
断
候
ニ
付
、
直
下
ケ
之
ヶ
条
書
一
札
を
う
け
取
舟
弐
艘
ニ
て
こ
ろ
も
へ
渡
ル
、
諸
々
乱
法
を
い
た
さ
ん
と

せ
し
処
、
御
城
内
ゟ
与
力
道
心
衆
弓
鉄
砲
手
鎗
を
持
て
む
か
い
、
其
外
町
方
之
者
先
立
ミ
の
笠
ニ
て
壱
キ
共
同
様
と
相
見
へ
申
候
へ

ど
、
う
つ
て
替
り
ミ
の
笠
を
ぬ
き
す
て
竹
鎗
を
も
つ
て
加
勢
い
た
し
候
故
、
壱
キ
共
も
此
い
き
お
ひ
ニ
お
さ
れ
け
ん
、
皆
々
さ
ん
〳
〵

ニ
に
げ
さ
る
う
ち
、
或
ハ
川
は
た
へ
追
つ
め
ら
れ
川
へ
飛
入
た
ち
ま
ち
水
死
の
者
も
有
之
、
鎗
ニ
か
ゝ
り
て
け
が
人
も
有
、
東
広
瀬
村

佐
左
衛
門
ハ
鉄
砲
ニ
て
打
と
め
ら
れ
即
死
し
て
こ
ろ
も
河
原
ニ
か
ば
ね
を
さ
ら
す
、
此
て
い
を
見
て
壱
キ
共
者
命
こ
そ
物
種
な
り
と
皆
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ほ
う
〳
〵
と
に
け
返
ル
、③
又
々
足
助
へ
立
返
り
鳴
瀬
川
原
ゟ
西
町
迄
ニ
寄
集
り
油
壱
合
ニ
付
三
十
六
文
と
昨
廿
三
日
ニ
相
極
一
札
差
出

し
な
か
ら
、
今
朝
大
塚
村
之
者
へ
白
木
屋
傳
六
方
ニ
て
壱
合
代
六
十
八
文
と
り
候
よ
し
、
甚
以
不
届
之
段
、
右
ニ
仍
而
今
ゟ
傳
六
方
を

打
こ
わ
し
申
候
と
大
音
上
ニ
申
立
ル
、
右
之
段
傳
六
方
し
ら
へ
候
処
と
ん
と
相
訳
り
不
申
候
へ
と
も
、
定
而
店
之
小
僧
ニ
八
才
ニ
な
る

者
有
、
若
心
得
違
ニ
て
う
り
候
も
難
計
と
申
之
計
故
、
右
之
断
り
段
々
と
わ
び
候
へ
ど
中
々
承
引
不
致
、
い
た
し
方
な
く
傳
六
方
表
を

町
役
人
町
内
之
者
道
心
衆
カ
リ
八
人
ニ
て
か
た
め
相
待
処
、
程
な
く
ほ
ら
貝
を
ふ
き
立
大
音
上
ケ
て
よ
せ
来
れ
ど
も
、
大
勢
ニ
て
け
ん

ぢ
う
ニ
表
を
か
た
め
居
候
故
、
し
ば
ら
く
ゆ
う
よ
致
し
候
へ
ど
も
、
ゼ
ひ
打
こ
わ
し
候
様
ニ
わ
め
き
立
候
故
、
大
和
屋
宗
九
郎
・
万
屋

常
七
両
人
ニ
て
申
候
ニ
者
、
し
ば
し
之
間
の
は
し
く
れ
候
様
ニ
宮
平
勇
右
衛
門
共
ニ
ひ
た
す
ら
頼
ミ
候
処
、
中
ニ
も
頭
立
候
羽
布
村
周

蔵
と
申
者
左
候
ハ
ヽ
壱
時
之
ゆ
う
よ
可
致
由
、
先
々
安
心
ニ
て
少
々
な
り
と
も
の
ば
し
候
う
ち
ニ
岡
崎
御
役
人
様
御
入
来
を
相
待
の
ミ

の
計
り
事
也
、④
夫
レ
ゟ
石
原
屋
忠
吉
方
を
打
こ
わ
し
溜
り
入
之
六
尺
せ
ん
を
ぬ
き
、
塩
大
豆
い
ろ
〳
〵
井
戸
へ
打
こ
ミ
其
外
諸
色
を
打

や
ぶ
り
、
夫
レ
ゟ
銭
屋
幸
吉
方
を
打
こ
わ
し
諸
色
打
こ
わ
し
乱
法
ニ
及
ひ
、
夫
レ
ゟ
立
返
り
大
和
屋
宗
九
郎
方
へ
参
り
申
候
ニ
者
、
傳

六
方
壱
時
の
断
も
は
や
刻
限
ニ
相
な
り
、
い
か
な
る
し
ゆ
意
か
あ
る
や
左
な
く
候
て
ハ
是
ゟ
打
こ
わ
し
ニ
相
懸
ル
由
申
ニ
付
、
香
積
寺

代
僧
罷
出
壱
キ
共
ニ
被
申
候
ニ
者
、
傳
六
方
今
朝
油
う
り
方
甚
不
調
法
之
段
右
之
し
ゆ
意
と
し
て
油
壱
合
三
十
六
文
ニ
極
候
直
段
、
傳

六
方
計
り
ハ
今
ゟ
壱
合
ニ
付
三
十
弐
文
ニ
為
売
可
申
、
是
ニ
て
承
引
被
下
と
書
附
ヲ
以
被
差
出
候
ヘ
バ
、
羽
布
村
周
蔵
申
候
ニ
者
、
な

る
程
壱
ツ
之
し
ゆ
意
ニ
者
相
立
候
へ
ど
も
代
僧
之
書
附
ニ
て
ハ
不
承
知
也
、
方
丈
正
筆
之
書
付
な
ら
ば
承
知
可
致
由
右
ニ
付
若
者
飛
行

て
方
丈
之
正
筆
を
頼
直
ニ
立
返
り
周
蔵
へ
相
渡
ス
、
是
ニ
て
傳
六
方
打
済
、
夫
レ
ゟ
壱
キ
共
ハ
東
口
へ
追
々
ニ
出
ル
、
夫
レ
ゟ
廿
四
日

夜
七
ツ
時
久
井
戸
源
蔵
方
を
さ
ん
〳
〵
ニ
打
こ
わ
し
同
所
紺
屋
惣
助
方
打
こ
わ
し
、
あ
い
か
め
な
ど
こ
と
〳
〵
く
打
や
ぶ
り
、
夫
レ
ゟ

壱
キ
共
申
候
ニ
者
、
是
ゟ
信
州
さ
か
い
迄
打
こ
わ
し
、
夫
レ
ゟ
明
知
を
打
こ
わ
し
、
夫
レ
ゟ
新
城
を
打
こ
わ
し
候
つ
も
り
、
右
ニ
付
足

助
之
者
も
壱
キ
同
心
可
致
様
ニ
と
申
来
ル
、⑤
も
は
や
夜
七
ツ
半
い
ろ
〳
〵
と
な
だ
め
す
か
し
て
置
候
者
、
爰
ニ
岡
崎
様
御
役
人
五
頭
与

力
道
心
衆
都
合
上
下
五
百
騎
程
力
石
村
如
意
寺
ニ
野
陣
ヲ
張
御
座
被
有
候
故
、
追
々
早
打
を
以
御
頼
申
上
候
処
、
皆
々
様
廿
三
日
ゟ
ち

う
や
の
御
働
き
ニ
て
御
つ
か
れ
ニ
て
早
速
御
入
来
無
之
、
又
々
宮
川
丹
蔵
様
・
岡
直
助
様
町
役
人
相
添
力
石
村
如
意
寺
へ
御
頼
ミ
ニ
参
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り
も
は
や
明
か
た
近
キ
相
な
り
候
時
分
、
羽
布
村
周
蔵
・
有
洞
村
金
次
郎
両
人
当
所
庄
屋
加
藤
弥
八
方
へ
か
け
合
ニ
参
り
候
趣
者
、
足

助
之
人
数
差
出
し
候
へ
ハ
格
別
左
な
く
候
へ
ハ
多
人
数
之
者
引
返
し
、
先
庄
屋
弥
八
方
ゟ
真
先
ニ
打
こ
わ
し
候
と
申
ニ
付
、
も
は
や
セ

ん
か
た
つ
き
て
御
役
所
へ
内
々
御
届
ケ
申
置
、
町
役
人
ゟ
当
所
之
者
不
残
へ
申
渡
し
候
趣
者
、
も
は
や
百
年
目
ト
言
者
此
時
也
、
男
た

る
者
は
十
五
才
ゟ
六
十
才
迄
召
使
ニ
至
迄
棒
或
ハ
と
び
口
な
ん
な
り
共
え
も
の
〳
〵
を
ひ
つ
か
づ
き
壱
キ
共
を
打
と
り
可
申
之
旨
申
渡

し
、
町
役
人
者
陣
笠
・
陣
鳶
・
小
脇
差
ニ
て
身
を
か
た
め
久
井
戸
口
壱
キ
共
へ
と
向
け
る
、
爰
ニ
壱
キ
共
ハ
弐
手
ニ
分
り
、
壱
手
ハ
過

半
之
人
数
中
御
所
ゟ
追
々
東
へ
こ
わ
し
て
上
ル
、
久
井
戸
ニ
残
ル
や
つ
ば
ら
道
具
せ
め
ニ
て
お
つ
と
り
巻
、
其
時
当
所
方
大
音
上
ニ
て

と
と
う
の
者
共
よ
つ
く
き
け
、
お
の
れ
ら
不
届
千
万
之
や
つ
ば
ら
か
な
、
廿
三
日
ニ
当
所
へ
入
込
無
法
乱
法
を
働
キ
、
又
も
や
廿
四
日

ニ
引
返
し
又
々
四
軒
を
打
こ
わ
し
、
廿
五
日
早
朝
今
ニ
て
も
と
と
う
之
人
数
ニ
く
わ
ゝ
れ
な
ん
ぞ
と
大
た
ん
の
申
方
、
さ
あ
立
上
り
て

せ
う
ぶ
せ
よ
と
い
き
お
い
こ
ん
で
言
た
り
れ
ば
、
さ
す
が
の
大
勢
い
つ
き
共
此
い
き
お
い
ニ
お
そ
れ
け
ん
、
し
り
ご
ミ
し
て
ぞ
に
げ
し

た
く
す
る
を
、
や
あ
に
げ
だ
て
す
る
と
打
こ
ろ
す
ぞ
と
ミ
な
〳
〵
し
づ
め
て
、
小
口
ゟ
何
村
何
右
衛
門
と
扣
帳
ニ
記
し
、
中
ニ
も
羽
布

村
周
蔵
者
あ
ら
な
わ
ニ
て
高
手
小
手
ニ
い
ま
し
め
、
い
ろ
〳
〵
と
ひ
ま
取
岡
崎
様
を
ぞ
相
待
処
、
物
さ
わ
が
し
く
く
つ
わ
の
音
は
全
や

御
入
と
片
よ
る
処
へ
、
五
キ
の
太
セ
う
早
馬
ニ
て
弓
と
矢
つ
が
い
強
引
し
ぼ
り
、
是
ぞ
と
と
う
の
片
わ
れ
な
り
と
て
、
与
力
道
心
数
多

之
御
家
来
弓
矢
鉄
砲
十
て
い
早
縄
目
を
お
ど
ら
か
す
計
り
也
、
壱
キ
共
を
早
な
わ
ニ
て
数
珠
つ
な
ぎ
ニ
し
て
当
役
所
へ
引
き
と
り
ニ
相

な
り
、
爰
ニ
分
り
先
へ
行
候
者
過
半
也
、⑥
此
者
共
中
御
所
与
右
衛
門
を
こ
わ
し
、
夫
レ
ゟ
丹
波
村
久
兵
衛
ヲ
こ
わ
し
、
夫
レ
ゟ
平
沢
の

森
ニ
た
て
こ
も
り
、
平
沢
明
川
村
へ
弁
当
を
言
付
、
此
森
ニ
て
大
が
ゞ
り
を
た
き
弐
時
余
り
爰
ニ
と
ゞ
ま
る
、
当
所
之
者
弐
百
人
計
平

沢
の
森
へ
行
、
是
ゟ
一
味
同
心
と
と
う
之
人
数
ニ
く
わ
ゝ
り
候
と
い
つ
わ
り
、
し
は
ら
く
是
ニ
と
ゞ
ま
り
、
夫
レ
ゟ
与
力
道
心
衆
平
沢

の
森
を
さ
し
て
い
そ
が
れ
け
る
、
附
添
行
当
所
之
者
壱
キ
道
心
と
見
せ
道
心
衆
を
中
ニ
つ
ゝ
み
て
森
へ
入
込
、
程
よ
き
処
ニ
て
御
道
心

罷
出
御
上
意
也
と
大
音
上
、
夫
レ
に
お
ど
ろ
く
壱
キ
共
の
が
さ
じ
者
と
当
所
之
者
共
八
方
へ
立
返
り
、
中
ニ
者
道
心
衆
十
て
い
ふ
り
た

て
け
れ
ば
皆
鼠
之
如
く
ち
い
さ
く
な
り
て
ち
ゞ
み
け
る
、
程
な
く
早
縄
取
出
し
三
十
人
ツ
ヽ
じ
ゆ
ず
つ
な
ぎ
ニ
し
て
両
方
ニ
者
与
力
道

心
衆
弓
矢
鉄
砲
十
て
い
ニ
て
か
た
め
、
廿
五
日
八
ツ
時
当
御
役
所
へ
引
取
ニ
相
な
り
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右
と
と
う
の
や
つ
ば
ら
に
く
き
か
な
、
廿
三
日
四
ツ
時
ニ
当
所
へ
入
込
夫
レ
ゟ
廿
五
日
朝
迄
乱
法
を
は
た
ら
き
、
或
ハ
笠
こ
ざ
手
掛
き

せ
丁
ち
ん
為
立
、
其
外
な
ん
ニ
よ
ら
す
押
借
お
し
取
ニ
セ
し
事
大
そ
う
之
事
也

　
　

一
当
御
陣
屋
ニ
お
ゐ
て
岡
崎
御
役
人
様
廿
五
日
八
ツ
時
ゟ
廿
六
日
明
か
た
迄
御
吟
味
有
之
、
夫
レ
ゟ
口
書
を
御
取
被
成
、
其
領
主
地
頭

へ
御
渡
し
ニ
相
成
、
夫
レ
ゟ　

公
儀
御
留
役
沼
田
久
左
衛
門
様
・
松
井
助
左
衛
門
様
十
一
月
ゟ
十
二
月
廿
五
日
迄
赤
坂
表
ニ
お
ゐ
て

御
吟
味
有
之
、
又
酉
正
月
ゟ
御
吟
味
有
之
、
此
一
義
ハ
中
々
筆
紙
ニ
難
尽
是
を
略
ス

　
　
　
　
　

岡
崎
御
役
人
様
御
性
名
是
ニ
記
ス

　
　

御
鉄
砲
御
物
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
シ
銘
々
目
印
旗
紺
地

　
　
　

三
宅
理
兵
衛
様　
　
　
　
　
　
　
　

金
之
筋
入
此
旗
長
サ
九
尺

　
　
　
　
　

御
鉄
砲
廿
丁　

足
軽
廿
人　
　

具
足
皆
々
相
添

　
　

御
弓
御
物
頭

　
　
　

岡
田
重
左
衛
門
様　
　
　
　
　
　
　

目
印
旗
前
ニ
同
し

　
　
　
　
　

御
弓
廿
丁　
　

足
軽
廿
人　
　

具
足
皆
々
相
添

　
　

町
奉
行
郡
奉
行
兼

　
　
　

那
須
猪
太
夫
様

　
　
　
　
　

御
鉄
砲
五
丁　
　
　
　
　
　
　

具
足
目
印
旗

　
　
　
　
　

取
手
廿
人　
　
　
　
　
　
　
　

前
ニ
同
し

　
　

郷
目
附

　
　
　

篠
原
与
三
兵
衛
様

　
　
　
　
　

御
鉄
砲
八
丁　
　
　
　
　
　
　

具
足
目
印
旗

　
　
　
　
　

足
軽
八
人　
　
　
　
　
　
　
　

前
ニ
同
し
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大
目
付

　
　
　

柴
田
弥
左
衛
門
様　
　
　
　
　
　
　

具
足
目
印
旗

　
　
　
　
　

御
弓
六
丁　
　
　
　
　
　
　
　

前
ニ
同
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
軽
十
弐
人

　
　
　
　
　

鉄
砲
六
丁

　
　

御
代
官

　
　
　

渡
辺
与
五
右
衛
門
様

　
　
　
　
　

御
家
来
六
人

　
　
　

白
瀬
由
左
衛
門
様　

御
家
来
弐
人

　
　
　

佐
々
木
清
左
衛
門
様
御
家
来
弐
人

　
　

割
場

　
　
　

小
村
小
七
様　
　
　

御
家
来
壱
人

　
　
　

後
田
古
文
様　
　
　

家
来
八
人

　
　

一
早
縄
入
長
持　

壱
棹　

但
シ
八
人
持

　
　

一
手
錠
入
長
持　

壱
棹　

但
シ
十
弐
人
持

　
　

一
篭
松
明　

但
シ
箱
入　
　
　

八
人
持

　
　

一
玉
箱
ハ
壱
組
ニ
壱
箱
宛　

相
添

　
　

一
馬
か
い
ば　

四
荷

　
　

一
郡
方
御
用
長
持
壱
棹　

但
シ
四
人
持

　
　

一
御
歩
目
附　

佐
々
木
清
四
郎
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白
瀬
油
左
衛
門

　

一
作
事
方
陣
小
家
掛
り

　
　
　

ま
く
く
し　

三
十
本

　
　
　

陣
小
家
御
用
長
持
壱
棹
八
人
持

　
　
　

其
外
小
道
具　

色
々

　

一
陣
小
家　

弐
間
半
ニ　

八
間

　

一
兵
粮
御
用
長
持
弐
棹　

八
人
持

　

一
友
掛　

四
荷　
　
　

但
シ
壱
荷
弐
人
持

　

一
大
釜　

壱
ツ　
　
　

但
シ
弐
人
持

　

一
火
縄　
　

壱
駄

　

一
玉
箱　
　

壱
荷

　

一
矢
箱　
　

壱
荷

　

一
御
鉄
砲　

三
十
九
丁

　

一
御
弓　
　

廿
六
丁

　

〆
人
数
弐
百
廿
人　

其
外
人
足　

惣
合
五
百
人

　

以
上
が
、「
従
宝
暦
十
二
壬
午
年
至
天
保
十
四
癸
卯
年　

祭
礼
記
録
帳
」
と
の
表
題
を
も
つ
、
足
助
新
町
郷
蔵
に
残
さ
れ
た
史
料
か
ら
の

抜
粋
で
あ
る
。
そ
の
抜
粋
部
分
の
題
は
去
年
九
月
の
騒
動
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
る
と
い
う
も
の
で
、
加
茂
一
揆
を
そ
の
翌
年
に
著
者
の
記
憶

を
た
ど
り
な
が
ら
ま
と
め
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
傍
線
部
分
が
重
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
で
あ
り
、
そ
こ
を
中
心
に

検
討
を
進
め
る
。
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ま
ず
①
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
騒
動
＝
一
揆
に
は
そ
の
頭
取
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
な
い
と
す
る
点
は
非
常
に
興
味
深
い
。
従

来
は
、
加
茂
一
揆
に
先
立
つ
割
木
騒
動
を
経
験
し
、
本
騒
動
で
も
当
初
運
動
を
指
導
し
た
者
と
し
て
辰
蔵
な
る
人
物
を
頭
取
と
し
て
扱
う
の

が
通
常
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
立
場
を
と
ら
ず
、
頭
取
を
強
い
て
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
昨
年
三
月
か
ら
続
い
た
悪
天
候
と
八
月
十
三
日
の
大

風
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
田
畑
違
作
こ
そ
「
頭
取
之
根
元
」
だ
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
自
然
災
害
と
百
姓
一
揆
を
直
接
つ
な
げ
る
視
点

は
い
つ
の
時
代
に
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
災
害
を
頭
取
と
い
う
形
で
人
格
的
に
扱
い
一
揆
の
核
心
部
分
に
し
て
い
く
と
い
う
議
論

は
、
加
茂
一
揆
の
推
移
・
経
過
が
複
雑
で
あ
り
、
当
事
者
で
あ
っ
て
も
き
ち
ん
と
読
み
き
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
も
し
く
は
、
一
揆
勢
を
決
し
て
許
容
す
る
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
動
向
に
一
定
の
理
解
を
示
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出

来
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
大
き
な
論
点
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

次
に
②
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
揆
勢
が
足
助
か
ら
挙
母
城
下
へ
押
し
出
す
際
に
、
足
助
町
村
の
者
も
一

揆
に
加
わ
る
よ
う
要
請
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
問
題
は
そ
こ
で
の
町
村
側
の
対
応
で
あ
る
。
一
揆
に
参
加
し
な
け
れ
ば
も
う
一
度
足

助
を
打
ち
壊
す
と
の
脅
し
が
あ
っ
た
の
で
、
仕
方
な
く
個
別
町
ご
と
に
八
、
九
人
を
同
伴
さ
せ
る
つ
も
り
に
な
っ
て
い
た
と
い
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
足
助
に
は
西
町
・
本
町
・
新
町
・
田
町
の
四
町
が
あ
っ
た
か
ら
、
三
〇
人
以
上
の
一
揆
勢
へ
の
帯
同
を
足
助
の
行
政
指
導
部
は
考

え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
実
際
の
足
助
住
民
の
参
加
は
一
六
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
）
4
（
る
。
個
別
町
か
ら
の
参
加
の
目
安
な

ど
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
、
今
後
十
分
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
一
揆
勢
は

い
よ
い
よ
村
々
の
参
加
人
数
を
調
査
し
、
ど
の
村
が
参
加
し
て
い
る
か
確
認
す
る
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

③
で
は
、
一
揆
勢
が
足
助
か
ら
挙
母
城
下
に
入
っ
て
乱
暴
を
働
こ
う
と
し
た
直
後
の
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
挙
母
藩
士
た
ち
が
弓
や

鉄
砲
を
持
っ
て
立
ち
向
か
っ
て
い
る
（
鉄
砲
使
用
は
従
来
の
百
姓
一
揆
鎮
圧
に
は
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
無
く
、
こ
こ
で
の
使
用
は
幕
府
か
ら

の
許
可
を
取
っ
て
い
る
）
が
、
そ
れ
以
外
に
挙
母
町
方
の
者
が
蓑
笠
を
ま
と
い
一
揆
勢
と
見
せ
か
け
て
、
そ
こ
か
ら
蓑
笠
を
脱
ぎ
捨
て
て
竹

鎗
を
も
っ
て
藩
士
た
ち
に
加
勢
し
た
の
で
、
一
揆
勢
も
た
ま
ら
ず
そ
の
勢
い
に
押
さ
れ
、
皆
散
々
に
逃
げ
去
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
一

揆
勢
の
中
の
東
広
瀬
村
佐
左
衛
門
が
鉄
砲
で
撃
た
れ
即
死
し
た
場
面
は
他
の
記
）
5
（

録
に
も
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
の
中
で
、
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足
助
町
村
の
者
が
最
も
気
に
留
め
た
の
が
挙
母
町
方
の
動
き
で
あ
ろ
う
。
い
か
に
一
揆
勢
と
対
峙
し
た
か
、
し
か
も
一
揆
勢
を
だ
ま
し
討
ち

に
す
る
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
に
示
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
対
応
の
仕
方
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
自
ら
の
立
場
と
合
わ
せ
な
が
ら
記
述
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

④
で
は
、
挙
母
城
下
か
ら
逃
げ
戻
っ
た
一
揆
勢
と
足
助
町
村
住
民
の
対
し
方
が
示
さ
れ
る
。
足
助
新
町
傳
六
方
が
町
防
衛
の
拠
点
と
な
っ

て
い
た
の
か
、
そ
こ
に
町
役
人
と
足
助
役
所
（
旗
本
本
多
氏
陣
屋
）
の
同
心
衆
八
人
が
固
め
て
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
程
な
く
ほ
ら
貝
を
吹

き
立
て
な
が
ら
一
揆
勢
は
押
し
寄
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
町
側
が
そ
れ
な
り
の
人
数
で
、
し
か
も
厳
重
に
防
御
し
て
い
た
の
で
、
一
揆
勢
は

暫
く
の
あ
い
だ
猶
予
し
、
た
め
ら
っ
て
い
た
が
、
必
ず
や
打
ち
壊
そ
う
と
喚
き
た
て
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
大
和
屋
宗
九
郎
と
万
屋
常
七

の
両
名
が
少
し
の
あ
い
だ
乱
暴
す
る
の
を
止
め
て
く
れ
る
よ
う
頼
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
一
揆
の
頭
と
も
思
わ
れ
る
羽
布
村
の
周
蔵
が
一
時
の

猶
予
を
く
れ
た
と
い
う
。
そ
う
し
て
時
間
稼
ぎ
を
し
つ
つ
岡
崎
藩
の
役
人
が
来
る
の
を
待
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
町
役

人
と
足
助
に
陣
屋
を
構
え
る
旗
本
の
家
来
た
ち
の
み
の
対
応
で
し
か
な
か
っ
た
。

　

⑤
で
は
、
約
束
の
一
時
が
過
ぎ
て
町
内
で
は
打
ち
壊
し
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
傳
六
方
で
は
香
積
寺
代
僧
が
交
渉
し
て
打
ち
壊
し
回
避
の

対
応
が
と
ら
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
即
ち
、
傳
六
方
で
は
油
の
適
正
価
格
で
あ
る
一
合
三
六
文
の
と
こ
ろ
を
同
三
二
文
で
廉
売
す
る
こ
と

を
約
束
し
て
、
一
揆
勢
に
自
ら
の
「
趣
意
」
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
先
の
周
蔵
は
そ
の
趣
意
は
分
か
る
と
し
た
も
の
の
、

香
積
寺
代
僧
の
執
り
成
し
で
は
不
承
知
と
し
て
、
同
寺
住
職
自
ら
の
書
付
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
若
者
が
飛
ん
で
行
っ
て
住
職
の

正
筆
を
得
て
周
蔵
に
渡
し
た
こ
と
で
、
傳
六
方
の
打
ち
壊
し
は
中
途
で
済
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
香
積
寺
住
職
が
一
揆
勢

を
押
し
と
ど
め
て
も
相
手
に
さ
れ
ず
、
住
職
は
巴
川
（
足
助
川
）
に
投
げ
込
ま
れ
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
は
異
な
る
事

実
が
こ
こ
に
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
あ
と
、
一
揆
勢
は
九
月
二
十
四
日
夜
に
か
け
て
方
々
で
打
ち
壊
し
を
か
け
、
飯
田
街
道
を
北
上

し
て
信
州
境
ま
で
打
ち
壊
し
、
そ
れ
か
ら
美
濃
の
明
知
を
打
ち
壊
し
、
や
が
て
新
城
を
打
ち
壊
す
積
り
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
そ
し

て
、
彼
ら
は
足
助
の
住
民
も
一
揆
に
同
心
す
る
よ
う
迫
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
一
揆
勢
が
足
助
か
ら
拡
散
し
て
動
い
て
い
っ

た
様
子
が
よ
く
見
て
取
れ
る
。
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⑥
で
は
、
い
よ
い
よ
足
助
町
村
側
の
反
撃
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
従
来
は
、「
騒
動
一
）
6
（

件
」
と
い
う
『
豊
田
市
史
』
に
収
載
さ
れ
た
史
料

に
お
い
て
「
足
助
之
町
中
も
一
生
懸
命
、
不
及
是
非
鳶
口
・
寄
り
棒
・
竹
鎗
等
提
ケ
追
ツ
か
け
る
所
江
、
岡
崎
御
役
人
馳
ケ
つ
け
」
や
っ
と

一
揆
勢
を
追
い
払
い
捕
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
記
述
が
僅
か
に
あ
る
だ
け
で
、
反
撃
の
端
緒
は
示
さ
れ
る
も
の
の
、
足
助
町
村
の
主

体
性
を
十
分
説
明
す
る
史
料
は
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
、
武
力
を
持
た
な
い
足
助
町
村
は
一
所
懸
命
対
応
し
た
も
の
の
、
岡
崎
藩
兵

に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
た
と
い
う
理
解
が
流
布
し
て
い
た
の
だ
が
、
決
し
て
そ
う
し
た
外
的
な
力
だ
け
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
力
説
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
岡
崎
藩
の
鎮
圧
部
隊
が
足
助
西
方
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
力
石
に
到
達
し
た
も
の
の
、
足
助
町
村
で
は
一
揆
勢
の

勝
手
放
題
が
罷
り
と
お
っ
て
い
る
中
、
最
早
我
慢
で
き
な
い
と
町
役
人
は
、
町
内
の
者
全
員
に
次
の
よ
う
な
通
達
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
今
ま
さ
に
運
命
は
き
わ
ま
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
町
内
の
男
子
で
一
五
才
か
ら
六
〇
才
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
者
（
主
人
も

奉
公
人
も
問
わ
な
い
）
は
、
棒
か
鳶
口
な
ど
の
得
物
を
持
っ
て
一
揆
勢
を
討
ち
と
ら
え
よ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
戦
闘
態
勢
に
入

る
よ
う
号
令
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
町
役
人
ら
は
陣
笠
・
陣
鳶
・
小
脇
差
を
も
っ
て
身
を
固
め
一
揆
勢
に
立
ち
向
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
一
揆
勢
は
二
手
に
分
れ
、
一
手
は
中
御
所
か
ら
だ
ん
だ
ん
東
へ
向
か
い
打
ち
壊
し
を
か
け
な
が
ら
上
っ
て
い
っ
た
。
も

う
一
方
は
久
井
戸
に
残
っ
て
い
た
が
、
彼
ら
に
は
道
具
を
も
っ
て
取
り
巻
き
、
こ
ち
ら
か
ら
大
音
声
で
「
徒
党
の
者
よ
く
聞
け
。
お
前
た
ち

は
不
届
き
千
万
な
奴
等
だ
。
二
十
三
日
に
足
助
に
入
り
込
ん
で
乱
法
狼
藉
を
働
き
、
ま
た
し
て
も
二
十
四
日
に
引
き
返
し
て
四
軒
を
打
ち
壊

し
、
二
十
五
日
早
朝
の
今
に
な
っ
て
は
徒
党
の
仲
間
に
加
わ
る
よ
う
に
と
の
大
胆
な
申
し
方
を
す
る
。
さ
あ
立
ち
上
っ
て
勝
負
し
ろ
」
と
申

し
か
け
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
さ
す
が
に
大
勢
の
一
揆
連
中
も
こ
の
勢
い
に
恐
れ
を
な
し
た
の
か
、
尻
込
み
し
て
逃
げ
支
度
を
し
始
め

た
。
そ
の
者
た
ち
を
「
逃
げ
る
な
ら
ば
打
ち
殺
す
ぞ
」
と
鎮
め
て
、
捕
ま
え
た
者
の
名
前
と
居
村
名
を
帳
面
に
記
し
た
。
特
に
羽
布
村
の
周

蔵
に
つ
い
て
は
荒
縄
で
厳
重
に
縛
り
上
げ
た
。
そ
う
し
て
岡
崎
藩
兵
を
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
物
音
が
し
て
、
五
騎
の
大
将
が
早
馬
で
駆
け

つ
け
た
。
そ
こ
で
周
蔵
を
こ
れ
が
徒
党
の
片
割
れ
と
し
て
差
し
出
し
、
一
揆
連
中
を
数
珠
つ
な
ぎ
に
縄
を
打
っ
て
足
助
役
所
へ
連
行
し
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
岡
崎
藩
兵
の
到
着
を
待
た
ず
、
ほ
と
ん
ど
け
り
は
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
以
上
の
よ
う
に
捕
縛
し
た
者
以
外
の
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過
半
は
分
か
れ
て
逃
げ
て
い
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
お
そ
ら
く
誇
張
も
入
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
町
村
共
同
体
を
構
成
員
自
ら
が

武
器
を
持
っ
て
守
護
し
た
の
だ
と
い
う
強
い
意
志
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
挙
母
で
の
町
衆
の
動
き
と
関
連
付
け
て
考
え
て

み
た
い
論
点
で
あ
る
。

二　

足
助
町
村
で
の
一
揆
勢
の
動
向
に
関
す
る
他
史
料
で
の
記
述

　

本
節
で
は
足
助
町
村
で
の
加
茂
一
揆
勢
の
動
き
と
そ
れ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
他
の
史
料
で
は
ど
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
か
検
討
す

る
。
そ
れ
を
も
っ
て
、
一
節
で
紹
介
し
た
史
料
の
意
味
を
更
に
考
え
る
。
ま
ず
、
天
保
七
年
「
岡
崎
近
領
百
姓
徒
党
取
締
人
数
差
出
取
計
向

次
）
7
（

第
」
を
掲
げ
る
。
こ
れ
は
、
一
揆
の
鎮
圧
の
中
心
と
な
っ
て
出
動
し
、
の
ち
に
藩
主
本
多
上
総
介
が
幕
府
か
ら
褒
詞
を
与
え
ら
れ
た
岡
崎

藩
兵
の
実
戦
状
況
を
、
実
際
に
「
大
目
付
」
と
し
て
出
動
し
た
柴
田
弥
左
衛
門
ら
が
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な

記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　
（
前
略
）
力
石
村
如
意
寺
出
立
一
里
計
も
罷
越
夜
は
既
ニ
明
ケ
渡
候
処
、
道
筋
孰
も
村
役
人
出
迎
兵
粮
等
送
出
シ
、
途
中
之
叮
嚀
行
届

候
儀
ニ
付
、
諸
勢
相
勇
罷
越
候
処
、
足
助
御
陣
屋
宮
川
丹
蔵
遥
ニ
出
迎
有
之
、
昨
夜
中
徒
党
共
足
助
町
ニ
而
九
軒
打
潰
し
及
狼
藉
、
迚

も
微
勢
之
手
巾
ニ
難
及
、
只
今
徒
党
二
手
ニ
相
分
り
、
一
手
は
信
濃
道
明
川
之
方
江
差
向
、
一
手
は
岡
崎
領
大
ヶ
谷
村
之
方
江
差
向
人

数
相
集
候
之
由
、
唯
今
退
散
相
催
候
付
早
々
人
勢
指
向
呉
候
様
申
聞
候
付
、
坂
ヲ
下
り
先
頭
よ
り
馳
下
り
西
町
と
申
所
ニ
至
り
拾
人
計

忽
搦
取
、
夫
よ
り
御
陣
屋
前
ヲ
過
北
町
外
ニ
而
多
人
数
等
猶
願
之
体
ニ
付
、
彼
方
・
此
方
江
伏
セ
人
数
ヲ
設
ケ
不
漏
様
手
筈
ヲ
為
合
、

不
意
ニ
其
場
江
押
寄
都
合
何
百
人
指
押
候
之
処
、
何
分
多
人
数
之
儀
壱
人
毎
相
搦
候
迄
も
無
之
、
荒
縄
等
ヲ
以
数
珠
繋
ニ
当
り
之
生
木

江
結
附
置
、
夫
よ
り
逃
去
候
者
も
可
有
之
哉
遂
吟
味
候
処
、
此
徒
党
は
大
ヶ
谷
村
之
方
江
可
出
支
度
ニ
而
、
今
一
組
は
既
ニ
明
川
筋
江

罷
越
候
（
後
略
）
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こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
九
月
二
十
四
日
夜
に
一
揆
勢
が
足
助
町
村
で
九
軒
打
ち
壊
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
足
助
の
守
り
が
「
微
勢
」
で
は
当

然
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
一
揆
勢
が
二
手
に
分
か
れ
た
こ
と
は
一
節
で
紹
介
し
た
史
料
の
通
り
で
あ
る
が
、
足
助
の
町
衆
が
北
上
し
た
連
中

（
こ
こ
で
は
信
濃
道
明
川
方
面
へ
向
か
っ
た
連
中
）
以
外
を
取
り
押
さ
え
る
の
に
大
活
躍
し
た
と
す
る
記
述
は
こ
こ
に
は
な
い
。
力
石
か
ら

来
た
岡
崎
藩
兵
が
足
助
町
の
入
り
口
で
あ
る
西
町
で
ま
ず
一
〇
人
ほ
ど
を
搦
め
取
っ
た
あ
と
、
町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
人
を
配
置
し
て
不

意
に
そ
の
場
で
取
り
押
さ
え
る
よ
う
に
し
て
合
計
数
百
人
を
捕
ま
え
て
、
荒
縄
で
数
珠
つ
な
ぎ
に
周
辺
の
樹
木
に
括
り
付
け
、
吟
味
し
た
様

子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
加
茂
一
揆
勢
を
瓦
解
さ
せ
た
の
は
あ
く
ま
で
も
岡
崎
藩
の
軍
事
力
だ
と
し
て
い
る
点
は
一
節
で
紹
介
し
た
史
料
と
は

全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
本
史
料
が
岡
崎
藩
の
功
績
を
示
す
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
両
者
の
違
い
は
よ
く

理
解
で
き
る
。
い
ず
れ
が
真
実
を
語
っ
て
い
る
か
直
ち
に
判
断
で
き
な
い
が
、
町
側
が
残
し
た
史
料
は
祭
礼
に
関
わ
る
町
組
の
史
料
と
し
て

記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
若
干
の
誇
張
は
あ
る
に
せ
よ
、
町
内
で
の
指
示
や
動
き
に
つ
い
て
虚
偽
を
入
れ
る
必
要
性
は
感
じ
ら
れ
な
い
の

で
、
一
節
の
史
料
の
方
が
史
実
を
あ
る
意
味
で
直
截
に
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
先
に
少
し
触
れ
た
「
騒
動
一
件
」
と
い
う
史
料
を
改
め
て
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
『
豊
田
市
史
』
七
資
料
下
一
七
五
号
史
料
で
あ

り
、
豊
田
市
所
蔵
の
内
藤
家
文
書
の
中
に
あ
る
と
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
出
所
に
つ
い
て
は
詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
も
と
も
と
は
豊

田
市
立
図
書
館
長
で
あ
っ
た
近
藤
三
七
三
氏
の
所
蔵
に
か
か
る
と
さ
れ
て
お
）
8
（
り
、
拳
母
藩
関
係
者
の
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
岡
崎

藩
を
顕
彰
す
る
よ
う
な
意
味
合
い
は
全
く
な
い
も
の
で
る
。

　
　
（
前
略
）
扨
足
助
前
夜
騒
動
之
由
、
寺
部
ニ
而
岡
崎
之
御
役
人
被
及
聞
、
直
様
足
助
江
馳
セ
向
ひ
成
り
、
併
里
数
弐
里
余
も
有
之
、
殊

ニ
夜
分
之
事
な
れ
ハ
力
石
村
ト
云
ニ
一
向
宗
如
意
寺
ニ
而
休
息
之
所
、
又
々
足
助
江
大
勢
押
寄
セ
来
り
候
由
、
是
ハ
足
助
よ
り
奥
之
一

族
な
り
、
事
急
成
り
ト
申
継
来
る
、「（
追
筆
）是は

廿
三
日
夜
明
ニ
も
寄
セ
来
り
落
合
ト（

「
言
」脱
カ
）

所
ニ
集
り
居
」
不
取
敢
岡
崎
御
役
人
中
打
立
馳
セ
向

ひ
有
之
所
ニ
、
最
早
七
八
軒
も
打
こ
わ
し
候
故
、
足
助
之
町
中
も
一
生
懸
命
、
不
及
是
非
鳶
口
・
寄
り
棒
・
竹
鎗
等
提
ケ
追
ツ
か
け
る

所
江
、
岡
崎
御
役
人
馳（
マ
マ
）ケ

付
四「
弐
」百

「（
追
筆
）八十

」
人
余
召
捕
、
不
残
足
助
陣
屋
江
御
預
ケ
ニ
相
成
、「（
追
筆
）爰に

足
助
陣
屋
之
代
官
最
初
ニ
鎗
を
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提
ケ
防
ニ
出
か
け
し
所
ニ
、
其
鎗
を
百
姓
徒
党
之
者
ニ
被
取
、
命
か
ら
〳
〵
山
之
中
江
逃
込
之
由
、
其
所
之
者
皆
々
大
笑
ひ
不
首
尾
千

万
成
事
也
」（
後
略
）

力
石
の
如
意
寺
で
休
息
し
た
あ
と
岡
崎
藩
兵
が
足
助
に
入
っ
て
鎮
圧
し
た
様
子
が
簡
単
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
先
に
も
触
れ
た

よ
う
に
「
足
助
町
中
」
も
一
生
懸
命
に
働
い
て
い
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
決
し
て
岡
崎
藩
兵
だ
け
が
鎮
圧
の
す
べ
て
を
担
っ
た
よ
う
な

書
き
方
で
は
な
い
。
更
に
、
追
記
の
形
で
、
旗
本
本
多
家
の
足
助
陣
屋
の
役
人
が
当
初
対
応
し
た
け
れ
ど
も
全
く
太
刀
打
ち
で
き
ず
命
か
ら

が
ら
山
に
逃
げ
た
こ
と
な
ど
、
や
や
嘲
笑
的
に
記
さ
れ
て
お
り
、
足
助
町
村
と
そ
の
領
主
（
知
行
主
）
に
対
し
て
は
中
立
的
な
立
場
か
ら
、

客
観
的
な
記
述
が
出
来
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
無
論
、
そ
れ
は
岡
崎
藩
に
対
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。

　

次
に
、
力
石
の
如
意
寺
が
書
き
残
し
た
史（
９
）料を

紹
介
し
よ
う
。

　
　
（
前
略
）
足
助
よ
り
ハ
追
々
騒
起
之
者
増
益
し
て
、
数
万
の
勢
に
て
町
々
に
て
荒
び
て
歩
行
き
、
石
原
屋
忠
吉
を
壊
し
、
浅
屋
幸
吉
を

壊
シ
、
久
サ
井
戸
車
屋
源
蔵
を
壊
し
、
同
所
紺
屋
惣
助
を
壊
し
、
最
早
此
上
は
足
助
中
を
微
塵
に
打
砕
か
ん
事
眼
前
な
り
と
て
住（
注
）進

、

力
石
村
如
意
寺
来
る
事
櫛
の
歯
を
挽
か
如
く
の
御
迎
・
御
頼
ミ
に
よ
っ
て
、
同
廿
五
日
東
雲
に
本
多
様
（
マ
マ
）上
総
介
様
の
御
勢
如
意
寺
を

御
発
馬
に
て
、
壱
組
ハ
大
嶋
村
へ
廻
り
御
帰
城
な
り
、
其
跡
ハ
足
助
へ
急
き
、
石
川
伊
予
守
様
御
代
官
諸
勢
附
添
廿
五
日
の
辰
の
刻
に

そ
着
き
け
れ
ハ
、
早
騒
起
者
と
も
中
ノ
御
所
村
ニ
て
二
軒
壊
し
て
、
先
手
の
も
の
ハ
鈴
木
治
郎
左
衛
門
様
知
行
所
丹
波
村
久
七
を
壊
し

た
る
趣
追
々
に
住
進
あ
れ
バ
、
本
田
（
マ
マ
）上
総
介
様
役
人
よ
り
足
助
の
町
の
者
へ
言
付
、
俄
に
捕
手
を
増
し
、
手
訳
を
な
し
て
所
々
取
舞（
巻
）

き
、
平
沢
村
の
森
に
寄
合
所
同
類
の
姿
と
な
り
、
取
か
こ
み
御
上
意
と
声
掛
く
れ
バ
、
騒
起
の
者
驚
き
あ
わ
て
る
所
透
き
間
も
な
く
搦

捕
り
、
足
助
陣
屋
へ
曳
帰
り
、
其
外
近
在
に
て
搦
捕
其
人
数
都
合
百
七
八
拾
人
計
と
見
へ
た
り
（
後
略
）

如
意
寺
は
、
衣
（
挙
母
）
城
主
中
條
氏
と
の
由
緒
を
持
つ
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
あ
る
が
、
一
揆
勢
と
そ
の
鎮
圧
部
隊
そ
れ
ぞ
れ
の
休
憩
所
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と
な
っ
た
場
所
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
挙
母
町
と
足
助
町
と
の
中
間
点
に
あ
り
、
互
い
の
情
報
が
乱
れ
飛
び
、
吟
味
す
れ
ば
、
一
揆
勢
と
鎮
圧

部
隊
の
動
向
に
つ
い
て
非
常
に
正
確
な
記
述
が
出
来
る
立
場
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
九
月
二
十
四
日
ま
で
は
一
揆

勢
に
よ
っ
て
足
助
町
村
は
微
塵
に
打
ち
砕
か
れ
そ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
二
十
五
日
に
岡
崎
藩
兵
と
大
嶋
陣
屋
の
旗
本

石
川
氏
の
手
勢
が
午
前
八
時
ご
ろ
に
足
助
に
到
着
し
て
、
足
助
陣
屋
の
旗
本
本
多
氏
の
本
家
で
あ
る
岡
崎
藩
本
多
上
総
介
の
主
導
で
、
足
助

町
衆
に
動
員
の
指
示
が
出
さ
れ
、
捕
り
方
が
増
や
さ
れ
、
一
揆
勢
を
追
い
詰
め
取
り
囲
む
よ
う
に
す
る
と
、
平
沢
村
に
逃
げ
こ
ん
で
い
た
連

中
を
存
外
簡
単
に
捕
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
平
沢
村
云
々
の
記
述
は
一
節
で
示
し
た
史
料
（
傍
線
は
施
さ
な
か
っ
た
が

⑥
以
降
の
部
分
）
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
つ
ま
り
、
足
助
の
町
衆
は
平
沢
村
で
の
鎮
圧
に
は
非
常
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
得
物
＝
武
器
を
取
っ
て
戦
え
と
指
示
し
た
本
多
氏
の
動
き
も
間
違
い
な
く
あ
っ
た
も
の
と
理

解
さ
れ
る
。
た
だ
問
題
は
、
こ
の
如
意
寺
の
史
料
で
は
一
節
の
史
料
の
よ
う
な
、
足
助
町
村
の
東
部
に
隣
接
す
る
久
井
戸
（
今
朝
平
の
わ
ず

か
東
に
位
置
す
る
）
で
の
町
衆
の
活
躍
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
一
節
の
史
料
で
は
町
衆
が
援
軍
を
待
つ
ま
で
も
な
く

立
ち
上
が
り
、
一
揆
勢
を
追
い
か
け
久
井
戸
で
相
当
数
を
捕
ら
え
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
如
意
寺
で
は
そ
の
後
の
町
衆
の
活
躍
の
み
を

記
す
の
で
あ
る
。
町
衆
の
活
躍
は
岡
崎
藩
が
ま
と
め
た
も
の
で
は
全
く
記
さ
れ
ず
、
挙
母
藩
の
ま
と
め
た
も
の
で
も
多
く
は
記
さ
れ
ず
、
岡

崎
藩
へ
の
助
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
触
れ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
挙
母
藩
の
史
料
で
は
、
一
節
で
示
し
た
よ
う
な
挙
母
町
衆
の
活

躍
（
一
揆
勢
の
ふ
り
か
ら
一
転
反
撃
に
出
て
一
揆
勢
追
い
立
て
に
一
役
買
う
）
は
全
く
出
て
き
て
い
な
い
。
領
主
側
は
こ
う
し
た
軍
事
的
対

応
に
兵
士
以
外
が
関
わ
っ
た
こ
と
を
積
極
的
に
史
実
と
し
て
載
せ
る
こ
と
に
消
極
的
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
や
、
む
し
ろ
そ
れ
を
隠
そ
う

と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
に
も
う
一
つ
足
助
に
関
す
る
記
）
10
（

録
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
松
平
太
郎
左
衛
門
家
と
か
か
わ
る
高
月
院
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
も
ま
た
、
足
助
や
挙
母
に
特
別
な
関
係
を
持
た
な
い
の
で
、
客
観
的
な
記
述
が
期
待
で
き
る
。
た
だ
し
、
直
接
的
な
記
述
で
は
な

く
間
接
的
な
記
述
で
あ
る
こ
と
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
前
略
）
且
又
足
助
よ
り
挙
母
江
参
候
様
子
承
り
候
処
、
追
々
人
数
相
増
都
合
一
万
人
計
相
成
、
寺
部
御
城
下
へ
押
寄
（
中
略
）
…
最

早
衣
（
挙
母
）ニ
て
ハ
兼
用
意
罷
在
候
や
、
蓑
笠
ニ
て
三
四
拾
人
も
つ
ゝ
み
に
火
を
た
き
待
合
候
処
、
追
々
渡
り
衣
之
者
先
だ
つ
ニ
い
た
し
町

方
参
、
酒
屋
・
米
屋
を
打
こ
わ
し
手
は
づ
ニ
て
追
々
参
候
処
、
子
守
明
神
之
前
迄
盛
立
参
候
処
、
衣
領
之
者
に
わ
か
に
蓑
笠
ぬ
き
す

て
、
三
四
拾
人
之
者
竹
鑓
を
以
た
い
せ
い
へ
む
か
ひ
候
ニ
付
、
是
如
何
と
存
猶
も
押
立
可
参
存
候
様
子
候
処
（
中
略
）
…
夫
よ
り
足
助

町
ニ
お
ゐ
て
残
（
マ
マ
）騒
共
同
所
九
間（
軒
）町
屋
を
打
毀
、
折
柄
岡
崎
本
多
上
総
介
取
手
□
迎
数
百
人
を
召
捕
、
今
日
廿
六
日
迄
不
残
御（
マ
マ
）御
召
捕

ニ
相
成
（
後
略
）

こ
の
史
料
で
は
、
挙
母
城
下
で
の
攻
防
に
お
い
て
一
揆
勢
が
追
い
払
わ
れ
る
際
に
、
一
揆
勢
に
混
じ
っ
て
い
た
挙
母
領
の
者
が
突
然
蓑
笠
を

脱
ぎ
す
て
竹
槍
を
も
っ
て
応
戦
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
揆
勢
は
こ
れ
に
た
じ
ろ
い
だ
も
の
の
、
そ
れ
が
必
ず
し
も

争
い
の
中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
う
印
象
は
得
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
足
助
町
村
に
関
し
て
は
、
挙
母
か
ら
の
残
党
が
足
助
で
岡
崎
藩
兵
に
鎮
圧
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
だ
け
で
、
足
助
町
衆
の
働
き

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
か
ら
、
高
月
院
で
は
、
挙
母
で
の
攻
防
に
つ
い
て
は
か
な
り
情
報
を
集
め
て
い
た
も
の
の
、
足
助
で
は
あ
ま
り
収
集
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
挙
母
城
下
の
攻
防
で
は
挙
母
側
の
戦
略
と
し
て
一
揆
勢
を
あ
ざ
む
い
た
町
方
の
作
戦
が
興
味
深

い
も
の
と
し
て
周
辺
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
足
助
の
町
衆
の
自
律
的
な
動
き
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も

一
般
的
に
知
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
新
修
豊
田
市
史
編
さ
ん
の
過
程
で
新
た
に
確
認
さ
れ
た
足
助
町
に
お
け
る
加
茂
一
揆
関
連
史
料
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
町
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衆
の
意
識
（
町
を
防
衛
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
も
し
っ
か
り
働
い
た
と
す
る
も
の
）
を
反
映
す
る
形
で
、
他
の
加
茂
一
揆
関
連
史
料
に
は
な

い
記
載
・
表
現
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
提
示
し
た
。
そ
の
す
べ
て
を
信
用
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
す
で
に
挙
母
藩
や
如

意
寺
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
記
録
に
は
、
全
面
的
で
は
な
い
も
の
の
、
町
衆
が
一
揆
勢
鎮
圧
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
す
る
記
述
が

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
足
助
町
衆
と
特
に
利
害
関
係
の
な
い
も
の
の
記
述
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
確
実
な
も
の
と
理
解
す
る
と
、
騒
動
の
翌
年

に
ま
と
め
ら
れ
た
と
は
言
え
、
一
節
で
紹
介
し
た
町
衆
の
一
揆
勢
へ
の
大
反
撃
は
十
分
に
あ
っ
た
も
の
と
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
従
来
十
分
に
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
足
助
町
衆
の
町
村
を
守
る
た
め
の
反
抗
の
存
在
を
示
唆
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
町
村
共
同
体
が

外
部
か
ら
の
打
ち
壊
し
な
ど
を
伴
う
脅
し
＝
要
求
に
対
し
て
組
織
的
に
争
う
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
こ
と
は
、
加
茂
一
揆
研
究
の
み
な
ら
ず
、

民
衆
運
動
史
研
究
全
般
に
お
い
て
も
重
要
な
論
点
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
記
録
が
残
さ
れ
、
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
で
あ
る
か
に
思
わ
れ
た
加
茂
一
揆
で
あ
っ
た
が
、
一
揆
勢
の
主
な
打
ち
壊
し

の
対
象
と
な
っ
た
町
村
の
対
応
の
面
で
は
、
更
に
検
討
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
小
稿
が
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。注

（
1
）  

と
り
あ
え
ず
、
斎
藤
純
「
三
河
加
茂
一
揆
と
旗
本
領
主
支
配
の
危
機
」（『
天
保
期
の
人
民
闘
争
と
社
会
変
革　

上
』
所
収
、
一
九
八
〇
、
校
倉
書
房
）、『
豊

田
市
史
』
第
二
巻
（
一
九
八
一
、
豊
田
市
）、
伊
藤
忠
士
「
三
河
加
茂
一
揆
の
情
報
│
そ
の
一
揆
認
識
と
一
揆
観
│
」（『
歴
史
の
理
論
と
教
育
』
六
五
号
（
一

九
八
五
、
名
古
屋
歴
史
科
学
研
究
会
、
後
に
同
『「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
と
近
世
社
会
』、
一
九
九
五
、
校
倉
書
房
、
所
収
）、
長
谷
川
伸
三
「
天
保
七
年
三
州

加
茂
一
揆
と
古
橋
暉
兒
」（『
茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
二
六
号
、
一
九
九
三
、
後
に
同
『
近
世
後
期
の
民
衆
と
社
会
│
天
明
三
年
〜
慶
応
四
年
、
都
市
・
在

郷
町
・
農
村
』
一
九
九
九
、
雄
山
閣
、
所
収
）、
同
「
天
保
七
年
三
州
加
茂
一
揆
│
史
料
と
叙
述
・
研
究
の
紹
介
│
」（『
豊
田
市
史
研
究
』
第
一
号
、
二
〇
一

〇
、
豊
田
市
）
を
挙
げ
て
お
く
。

（
2
）  

平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
広
大
に
な
っ
た
豊
田
市
は
、
新
た
に
加
わ
っ
た
地
域
も
含
め
た
新
修
豊
田
市
史
編
さ
ん
の
計
画
を
立
て
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
当
該

事
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
注（
1
）長
谷
川
論
稿
（
二
〇
一
〇
）
も
新
し
い
史
料
を
意
欲
的
に
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
新
し
い
史
料
群
の



一
一
〇
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発
掘
が
あ
り
、
そ
の
調
査
・
整
理
を
受
け
、
今
後
検
討
す
べ
き
材
料
は
増
大
し
た
。

（
3
）  

足
助
地
区
新
町
祭
礼
記
録
。『
新
修
豊
田
市
史
』
9
資
料
編
近
世
Ⅲ
に
二
九
二
号
史
料
と
し
て
収
載
し
た
。

（
4
）  
『
豊
田
市
史
』
二
近
世
・
通
史
六
四
六
頁
を
参
照
。

（
5
）  
「
天
保
七
年　

三
河
国
加
茂
郡
百
姓
蜂
起
風
聞
留
」（『
豊
田
市
史
』
七
資
料
編
下
、
所
収
）
参
照
。

（
6
）  

『
豊
田
市
史
』
七
資
料
下
・
一
七
四
号
文
書
。
豊
田
市
所
蔵
「
内
藤
家
文
書
」
の
中
に
あ
る
も
の
で
、
か
つ
て
豊
田
西
高
等
学
校
郷
土
史
研
究
部
が
ま
と
め

た
『
加
茂
一
揆
の
研
究
』
の
中
に
、
豊
田
市
立
図
書
館
長
で
あ
っ
た
近
藤
三
七
三
氏
所
蔵
の
古
文
書
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
、
と
す
る
。

（
7
）  

『
豊
田
市
史
』
七
資
料
下
・
一
七
四
号
史
料
。

（
8
）  

『
豊
田
市
史
』
七
資
料
下
・
五
ペ
ー
ジ
の
解
説
文
参
照
。
内
容
は
一
揆
勢
鎮
圧
の
様
子
を
挙
母
辺
り
か
ら
や
や
傍
観
的
に
記
述
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

（
9
）  

天
保
七
年
「
三
河
国
加
茂
郡
百
姓
蜂
起
風
聞
留
」『
豊
田
市
史
』
七
資
料
下
・
一
七
六
号
史
料
。

（
10
）  

『
豊
田
市
史
』
七
資
料
下
・
一
七
九
号
史
料
「
百
姓
騒
動
記
録　

天
保
七
年　

松
平
郷
高
月
院
」。 
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